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会
員
募
集

　

◆
楊
名
時
気
功
太
極
拳

（
成
美
会
）　

毎
週
木
曜
日

の
午
前　

時
〜　

時
半
、
成

10

11

美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費

月
2
0
0
0
円
。
無
料
体
験
、

見
学
可
。
詳
し
く
は
船
尾�

4
7
2
・
7
7
4
5
へ
。

　

◆
居
合
道
（
正
剣
會
〈
せ

い
け
ん
か
い
〉）　

毎
週
土

曜
・
日
曜
日
の
午
後
4
時
半

〜
6
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
1
0

0
0
円
、
会
費
月
1
5
0
0

円
。　

歳
以
上
で
長
期
続
け

18

ら
れ
る
方
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
早
乙
女
（
さ
お
と

め
）�
4
7
1
・
4
5
2
0

へ
。

　

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
（
東
久
留

米
市
山
岳
連
盟
）　

例
会
は

毎
月
第
1
水
曜
日
の
午
後
7

時
〜
9
時
、
東
久
留
米
駅
北

口
駅
前
公
会
堂
（
稲
荷
神
社

境
内
）
で
。
会
山
行
は
毎
月

1
回
以
上
。
入
会
金
5
0
0

円
、
会
費
半
年
3
6
0
0
円
。

保
険
代
等
年
約
5
0
0
0
円
。

成
人
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
木
下�
4
7
2
・
4
9

1
7
へ
。

　

◆
栄
道
卓
球
ク
ラ
ブ　

毎

月
第
1
・
第
3
金
曜
日
の
午

後
6
時
〜
8
時　

分
、
青
少

40

年
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
西
団

地
9
号
棟
横
）
で
。
入
会
金

1
0
0
0
円
、
会
費
月
2
5

0
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
田
端�
4
7
3
・
2
4

0
3
へ
。

　

◆
ラ
ジ
オ
体
操
・
ス
ト

レ
ッ
チ
・
中
国
体
操
（
東
久

留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
）

　

毎
朝
6
時　

分
ご
ろ
か
ら
、

10

滝
山
公
園
・
市
役
所
1
階
屋

外
ひ
ろ
ば
・
向
台
広
場
・
本

村
小
学
校
・
小
山
小
学
校
で
。

会
費
年
1
2
0
0
円
。
詳
し

く
は
対
馬
（
つ
し
ま
）�
4

7
1
・
5
7
4
2
へ
。

　

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
サ
ン

デ
ー
ズ
）　

毎
週
日
曜
日
の

早
朝
、
市
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。

会
費
月
1
0
0
0
円
。　

歳
20

〜　

歳
代
の
方
。
詳
し
く
は

60
江
川�
0
9
0
・
1
4
0
9
・

3
0
3
8
へ
。

　

◆
ひ
が
し
く
る
め
手
打
ち

う
ど
ん
の
会　

毎
月
1
回
、

東
部
お
よ
び
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
6
月
は　

日（
日
）

29

午
後
1
時
か
ら
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
材
料
費
8

0
0
円
。
詳
し
く
は
江
森�

4
7
3
・
3
6
3
7
へ
。

　

◆
大
正
琴
（
琴
伝
流　

和

〈
な
ご
み
〉
会
）　

毎
月
第

1
・
第
3
月
曜
・
木
曜
日
の

午
後
1
時
半
か
ら
、
中
央
町

地
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会

費
月
3
0
0
0
円
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
安
中�
4

7
2
・
5
2
4
3
へ
。

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　

毎

月
第
3
土
曜
日
の
午
後
1
時

か
ら
、
成
美
教
育
文
化
会
館

で
。
入
会
金
1
0
0
0
円
、

会
費
月
8
0
0
円
。
日
常
生

活
を
詠
（
よ
）
ん
だ
短
歌
作

品
鑑
賞
互
評
。
詳
し
く
は

小
山�
4
7
3
・
0
3
5
7

へ
。

　

◆
親
子
で
楽
し
む
音
楽
遊

び
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
く
ら
ぶ
）

　

毎
週
、
①
火
曜
日
が
成
美

教
育
文
化
会
館
②
木
曜
日
が

西
東
京
市
民
会
館
③
金
曜
日

が
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、

い
ず
れ
も
午
前　

時
か
ら
と

10

　

時
か
ら
。
入
会
金
3
0
0

110
円
、
会
費
月
3
5
0
0
円
、

施
設
費
・
保
険
代
8
0
0
円
。

7
カ
月
〜
未
就
園
児
。
無
料

体
験
あ
り（
要
予
約
）。
詳
し

く
は
四
津
谷
（
よ
つ
や
）�

0
8
0
・
6
5
5
6
・
3
4

7
8
へ
。

　

◆
詩
吟（
桜
吟
会
）　

①
毎

月
第
1
・
第
3
水
曜
日
と
第

2
・
第
4
金
曜
日
が
東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
②
毎
週
土
曜
日

が
中
央
公
民
館
で
、
い
ず
れ

も
午
後
1
時
〜
4
時
。
会
費

月
1
5
0
0
円
。
初
心
者
歓

迎
。
詳
し
く
は
大
井�
4
5

9
・
2
4
6
9
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
冨
岡
ク
ラ

ブ
）　

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜

日
の
午
後
6
時
半
〜
9
時
半
、

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
1
0
0
0
円
、
会
費

月
1
0
0
0
円
。　

歳
以
上

60

の
初
心
者
。
見
学
自
由
。
ピ

ア
ノ
に
よ
る
指
導
あ
り
。
詳

し
く
は
栗
原�
4
7
3
・
1

3
2
9
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
社
交
ダ
ン

ス
連
盟　

月
4
回
、
日
曜
日

の
午
後
1
時
か
ら
、
商
工
会

館
ほ
か
で
。
会
費
月
2
5
0

0
円
。
モ
ダ
ン
、
ラ
テ
ン
の

基
本
か
ら
。
詳
し
く
は
東�

4
7
2
・
4
1
0
0
へ
。

　

◆
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス
・
ス

パ
イ
ラ
ル
）　

毎
週
月
曜
日

の
午
前
9
時
〜
正
午
、
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金

1
0
0
0
円
、
会
費
月
2
0

0
0
円
。
楽
し
く
踊
り
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
今
成

（
い
ま
な
り
）�
0
9
0
・

5
3
4
3
・
4
0
2
3
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ふ
る
さ
と

会
ウ
イ
ン
グ
）
月
４
回
、
木

曜
日
の
午
後
1
時
〜
4
時
、

中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
1

0
0
0
円
、
会
費
月
2
0
0

0
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学

自
由
。
詳
し
く
は
小
鮒
（
こ

ぶ
な
）�
4
7
3
・
8
1
0

8
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
す
み
れ
唄

の
会
）　

月
4
回
、
水
曜
日

の
午
後
1
時
〜
4
時
、
さ
い

わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
1
0
0
0
円
、
会
費
月

1
0
0
0
円
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
渡
辺�
4
7
3
・

3
7
3
7
へ
。

　

◆
詩
吟
（
東
久
留
米
吟
詠

サ
ロ
ン
）　

毎
月
第
1
・
第
3

金
曜
日
の
午
後
2
時
〜
4
時
、

中
央
公
民
館
ほ
か
で
。
入
会

金
1
0
0
0
円
、
会
費
月
2

5
0
0
円
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
佐
々
木�
4
7

4
・
6
0
2
2
へ
。

　

◆
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
（
ア

オ
イ
会
）　

毎
週
土
曜
日
の

午
後
1
時
〜
5
時
、
南
町
第

1
集
会
所
で
。
入
会
金
1
0

0
0
円
、
会
費
月
1
0
0
0

円
。
飲
ま
な
い
、
吸
わ
な
い
、

か
け
な
い
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
で
す
。
詳
し
く
は
今
成

（
い
ま
な
り
）�
0
9
0
・

5
3
4
3
・
4
0
2
3
へ
。

催

し

　

◆
東
久
留
米
手
芸
グ
ル
ー

プ
の
会
の
展
示
会　

6
月　
16

日
（
月
）
〜　

日
（
金
）
の

20

午
前　

時
〜
午
後
6
時
（　

10

16

日
は
正
午
か
ら
、　

日
は
午

20

後
3
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー
ス

1
0
5
で
。
入
場
無
料
。
子

供
服
、
押
し
花
、
テ
デ
ィ
ベ

ア
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ほ
か
。

詳
し
く
は
宮
本�
4
7
3
・

3
6
8
4
へ
。

　

◆
笑
う
顔
に
は
福
来
た

る
！「
落
語
と
曲
芸
の
集
い
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ー
で
ん
で
ん
虫
）　

6
月　

日
（
日
）
午
後
2
時

22

〜
3
時
半
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
。
要
整
理
券
。
設

立　

周
年
記
念
と
し
て
開
催
。

10
出
演
は
桂
伸
乃
介
氏
ほ
か
。

詳
し
く
は
で
ん
で
ん
虫�
4

7
3
・
0
1
0
9
（
平
日
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
）
へ
。

　

◆
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
市
民
あ
お
ぞ

ら
市
の
会
）　

6
月　

日
22

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
2

10

時
、
市
役
所
1
階
屋
外
ひ
ろ

ば
で
。
雨
天
中
止
。
出
店
は

す
べ
て
事
前
予
約
制
。
当
日

出
店
は
不
可
。
詳
し
く
は
白

石�
4
7
4
・
9
5
2
0
へ
。

　

◆
第　

回
住
宅
デ
ー
（
東

31

京
土
建
清
瀬
久
留
米
支
部
）

　

①
6
月　

日
（
日
）
が
市

15

民
プ
ラ
ザ
②
6
月　

日（
日
）

22

が
滝
山
団
地
セ
ン
タ
ー
前
広

場
ほ
か
で
。
入
場
無
料
。
緑

の
カ
ー
テ
ン
で
Ｃ
Ｏ
2
削
減
、

廃
天
ぷ
ら
油
の
回
収
実
験
、

耐
震
講
座
（　

日
午
後
1
時

15

半
か
ら
）ほ
か
。詳
し
く
は
鈴

木�
4
7
3
・
8
7
5
1
へ
。

　

◆
連
続
学
習
会
「
産
廃
問

題
の
基
礎
知
識
」（
私
た
ち
の

安
心
と
健
康
を
守
る
会
）　

6
月　

日
（
土
）
午
後
7
時

28

〜
9
時
、
南
町
地
区
セ
ン

タ
ー
2
階
集
会
室
で
。
入
場

無
料
。
産
廃
の
中
間
処
理
場

の
問
題
点
・
環
境
や
人
体
へ

の
影
響
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

詳
し
く
は
山
岸�
4
7
1
・

5
3
7
9
へ
。

　

◆
「
夏
き
っ
ち
ん
展
」
ク

ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
）

　

6
月　

日
（
土
）
〜　

日

28

30

（
月
）
午
前　

時
〜
午
後
4

10

時
半
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ハ
ー
ト
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
」

（
東
本
町　

番
）
で
。
入
場

15

無
料
。
詳
し
く
は
本
多�
4

7
3
・
3
6
4
8
へ
。

　
　

年
度
〜　

年
度
に
か
け
て
戸

20

21

籍
の
電
算
化
を
行
い
ま
す
。　

戸

籍
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
・
効

率
化
を
図
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
は

戸
籍
届
出
等
の
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
き

や
本
籍
地
以
外
で
戸
籍
証
明
書
を

取
得
可
能
と
す
る
基
礎
と
な
る
事

業
で
す
。

◎
今
後
の
予
定

　

7
月
＝
電
算
化
作
業
開
始
▼　
21

年
7
月
＝
1
次
稼
働
（
電
算
シ
ス

テ
ム
運
用
開
始
、
現
在
の
戸
籍
証

明
発
行
開
始
）
▼　

年
1
月
＝
2

22

次
稼
動
（
除
籍
改
製
原
戸
籍
発
行

開
始
）　　
　
　
　

戸
籍
法
と
住
民
基
本 

台
帳
法
の
一
部
改
正

　

5
月
1
日
か
ら
戸
籍
法
と
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
戸
籍

証
明
書
と
住
民
票
の
写
し
等
に
つ

い
て
、「
何
人
で
も
請
求
で
き
る
」

と
さ
れ
て
い
た
条
文
が
削
除
さ
れ

る
な
ど
、
個
人
情
報
保
護
に
十
分

配
慮
し
た
制
度
と
し
て
再
構
築
さ

れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
も

独
自
に
本
人
確
認
要
綱
を
設
置
し

て
、
証
明
書
の
請
求
や
各
種
の
届

　

梅
雨
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中

豪
雨
で
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
や

よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
危
な
い
「
が
け
」
や
不

完
全
な
よ
う
壁
で
お
お
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
家
で
は
、
大
き

な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

隣
接
す
る
方
の
生
命
、
財
産
に
ま

で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
囲
の

安
全
を
確
か
め
、
危
な
い
石
積
み

や
土
留
（
ど
ど
め
）
等
は
補
強
改

善
し
、
雨
水
の
排
水
を
よ
く
す
る

な
ど
し
て
、
安
全
対
策
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
す
で
に
、
関
係
機
関

か
ら
改
善
等
の
措
置
を
と
る
よ
う

勧
告
を
受
け
て
い
る
方
は
、
補
強
、

改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
法
律
（
宅
地
造
成
等
規

制
法
）
で
定
め
ら
れ
た
区
域
内
に

お
い
て
、
一
定
の
高
さ
以
上
の
切

土
・
盛
土
を
し
た
り
、
よ
う
壁
な

ど
を
築
造
す
る
と
き
は
、
事
前
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
都
多
摩
建
築
指
導
事

務
所
開
発
指
導
第
二
課�
0
4

2
・
3
6
4
・
2
3
8
6
へ
。

　

春
先
の
化
粧
直
し
で
き
れ
い
に

な
っ
た
公
民
館
は
、
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
時
々
、「
公
民

館
っ
て
ど
こ
に
あ

る
の
」「
入
っ
た
こ

と
が
な
い
」「
誰
が

使
え
る
の
」「
料
金
は
無
料
で
す

か
」
な
ど
の
声
を
聞
き
ま
す
。

　

利
用
者
懇
談
会
は
、
利
用
し
て

い
る
方
、
こ
れ
か
ら
利
用
し
た
い

と
い
う
方
な
ど
、
皆
さ
ん
の
声
で

使
い
勝
手
の
良
い
公
民
館
づ
く
り

と
す
る
た
め
の
話
し
合
い
の
場
で

す
。
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
7
月
5
日
（
土
）
午
後

2
時
か
ら

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
公
民
館�
4
7
3
・

7
8
1
1
へ
。

　

郷
土
資
料
室
（
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
内
）
は
、
昨
年
の
8

月
か
ら
展
示
の
公
開
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
に
約
2
0
0
0
人
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
い
く
つ
か
の
話
題
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

歴

史

展

示

室

　
「
歴
史
展
示
室
」は
東
久
留
米

市
で
行
わ
れ
た
遺
跡
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
3
万
年

前
か
ら
5
千
年
前
ま
で
の
石
器

や
土
器
を
展
示
し
た
「
東
久
留

米
の
原
始
の
部
屋
」
で
す
が
、

そ
の
一
角
に
あ
る
小
学
生
が
制

作
し
た
縄
文
時
代
を
描
い
た
版

画
が
話
題
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

昭
和　

年
の
市
立
第
七
小
学
校

54

1
7
7
人
の
卒
業
制
作
版
画
の

一
部
で
、
も
と
も
と
は
遺
跡
の

発
掘
調
査
を
見
学
し
た
子
ど
も

た
ち
が
、
縄
文
人
の
生
活
を
ス

ト
ー
リ
ー
に
し
て　

枚
の
版
画

88

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
5
千

年
前
の
縄
文
人
が
生
き
生
き
と

活
動
的
に
描
か
れ
、
大
変
素
晴

ら
し
い
作
品
と
し
て
評
判
に
な

り
、
発
掘
調
査
の
責
任
者
で
現

明
治
大
学
名
誉
教
授
の
戸
沢
充

則
氏
の
編
集
に
よ
っ
て
「
縄
文

人
は
生
き
て
い
る
」
と
い
う
題

名
の
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
ほ

ど
で
し
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
気

の
高
い
写
真
展
「
東
久
留
米
の

昔
む
か
し
」
の
一
部
作
品
を
入

れ
替
え
ま
し
た
。
東
久
留
米
で

生
ま
れ
育
っ
た
方
は
、
昔
の
久

留
米
の
姿
を
懐
か
し
み
、
新
し

く
東
久
留
米
市
に
来
ら
れ
た
方

は
大
き
な
変
化
に
驚
い
て
い
ま

す
。新

刊
書
の
お
知
ら
せ

　

①
「
く
る
め
の
文
化
財
第　
23

号
〜
明
治
時
代
地
引
絵
図
と
取

調
野
帳
（
の
ち
ょ
う
）」
＝
明
治

初
期
の
土
地
測
量
の
時
に
作
ら

れ
た
「
台
帳
」
を
特
集
し
ま
し

た
。
新
発
見
の
文
化
財
の
紹
介

で
す
。
郷
土
資
料
室
で
配
布
し

て
い
ま
す
（
無
料
）。

　

②
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第

　

集
「
新
山
（
し
ん
や
ま
）
遺

34跡
Ⅶ
」
＝
縄
文
時
代
中
期
の
新

山
遺
跡
第
7
次
発
掘
調
査
の
報

告
書
で
す
。
市
役
所
2
階
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
頒
布
（
5
0

0
円
）し
て
い
ま
す
。「
東
久
留

米
市
史
」
な
ど
の
文
化
財
関
係

の
本
も
頒
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
東
久
留
米
市
郷
土
資
料
室

　
【
所
在
地
】
滝
山
4
ノ
3
ノ　

、
14

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
北
棟
2

階
　
【
開
館
時
間
】月
曜
〜
土
曜
日

の
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
半

　
【
休
室
日
】
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
、
資
料
整
備
の
た
め

の
臨
時
休
室
日

　
【
交
通
】西
武
バ
ス
東
久
留
米

駅
西
口
か
ら
滝
山
営
業
所
行
き

「
団
地
セ
ン
タ
ー
」
バ
ス
停
下

車
、
徒
歩
5
分

　

詳
し
く
は
同
室�
4
7
2
・

0
0
5
1
へ
。
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低
所
得
で
特
に
生
計
が
困
難
で
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
は
、

申
請
し
承
認
を
得
る
と
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を
軽
減

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
都
お
よ
び
市
区
町
村
に
申
し

出
た
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
限
り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
【
軽
減
内
容
】
介
護
費
負
担
・
食

費
負
担
・
居
住
費
（
滞
在
費
）
負

担
・
宿
泊
費
負
担
額
の
4
分
の
1

（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
2
分

の
1
）
を
軽
減

　
【
対
象
】①
住
民
税
非
課
税
世
帯

で
年
間
収
入
が
一
人
世
帯
の
場
合

は
、
1
5
0
万
円
（
世
帯
員
が
1

人
増
え
る
ご
と
に　

万
円
を
加
え

50

た
額
）
以
下
で
あ
る
こ
と
②
世
帯

の
預
貯
金
等
の
額
が
一
人
世
帯
の

場
合
は
3
5
0
万
円
（
世
帯
が
1

人
増
え
る
ご
と
に
1
0
0
万
円
を

加
え
た
額
）
以
下
で
あ
る
こ
と
③

日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と
④

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
⑤
介
護
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
▽

特
養
旧
措
置
入
所
者
で
、
利
用
者

負
担
が
5
㌫
以
下
の
方
（
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
の
居
住
費
に
係
る
利
用

者
負
担
額
に
つ
い
て
は
対
象
）

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

介
護
福
祉
課
（
市
役
所
1
階
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

対
象
サ
ー
ビ
ス
・
手
続
き
方
法

な
ど
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
2
5
5
7
）

へ
。

●
―

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
へ
―
●

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

　

利
用
者
負
担
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

7
月
1
日
か
ら
住
民
税
に
対
す

る
経
過
措
置
の
申
告
を
受
け
付
け

ま
す
。
こ
の
経
過
措
置
は
、　

年
19

に
所
得
税
が
大
き
く
減
少
し
た
方

の
住
民
税
を
減
額
す
る
も
の
で
す

（
今
回
限
り
の
経
過
措
置
で
す
。

　

年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
場

19合
で
も
、
こ
の
経
過
措
置
に
該
当

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
【
対
象
】　

年
度
住
民
税
の
課
税

19

総
所
得
金
額
（
申
告
分
離
課
税
分

を
除
く
）
が
、
所
得
税
と
の
人
的

控
除
の
差
額
の
合
計
額
よ
り
多
く
、

か
つ　

年
度
住
民
税
の
課
税
総
所

20

得
金
額
（
申
告
分
離
課
税
分
を
含

む
）
が
所
得
税
と
の
人
的
控
除
の

差
額
の
合
計
額
と
同
じ
か
少
な
い

方
　
【
計
算
方
法
】　

年
度
の
合
計
課

19

税
所
得
金
額
に
つ
い
て
税
源
移
譲

後
の
税
率
を
適
用
し
、
調
整
控
除

を
行
っ
た
後
の
税
額
か
ら
、
税
源

移
譲
前
の
税
率
を
適
用
し
た
税
額

を
差
し
引
い
た
額
を
減
額
し
ま
す
。

す
で
に
納
付
済
み
の
場
合
は
還
付

し
ま
す

　
【
申
告
期
間
等
】対
象
と
な
る
方

は
7
月
1
日
（
火
）
〜　

日
（
木
）

31

に
、　

年
1
月
1
日
に
在
住
の
市

19

町
村
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い

　

※
6
月　

日
時
点
で
経
過
措
置

10

に
該
当
す
る

方
に
は
、
申

告
書
を
6
月

下
旬
に
送
付

す
る
予
定
で

す
。　

年
1

19

月
1
日
に
他
市
に
在
住
で
、　

年
20

1
月
1
日
に
当
市
へ
在
住
の
方
は
、

　

年
1
月
1
日
に
在
住
の
市
町
村

19へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

7
月
1
日
午
前
6
時

に
市
営
東
第
9
一
時
利

用
自
転
車
等
駐
車
場
が

使
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

東
第
9
一
時
駐
車
場

は
、
機
械
化
式
で
運
用

す
る
た
め
、
現
金
の
み

の
取
り
扱
い
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
回
数
券
の
利
用
は
、

西
第
9
一
時
駐
車
場
の
み
と
な
り

ま
す
）。
利
用
料
金
の
支
払
い
は
、

駐
車
場
を
出
る
と
き
に
清
算
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
時
間
は　

時
間

24

制
、
利
用
料
金
は
自
転
車
が
1
0

0
円
、
原
付
が
2
0
0
円
と
な
り

ま
す
。
駐
車
台
数
は
、
自
転
車
が

3
4
0
台
、
原
付
が　

台
で
す
。

26

　

詳
し
く
は
施
設
管
理
課
自
転
車

対
策
担
当�
4
7
0
・
7
7
6
4

へ
。

７月１日から使用開始

市営東第9一時利用

自転車等駐車場

住
民
税
の
減
額
申
告
書
を

　

6
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

減
額
申
告
は

　

7
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

　

市
で
は
、
公
立
・
私
立
幼
稚
園

ま
た
は
幼
稚
園
類
似
施
設
に
通
園

し
て
い
る
、
市
内
在
住
の
園
児
の

保
護
者
に
対
し
、
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
保
育
料
等
を
減
免
ま
た
は

補
助
す
る
幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費

補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
等
は
、
各
幼
稚
園
を

通
じ
て
配
布
す
る
「
幼
稚
園
等
就

園
奨
励
費
補
助
事
業
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
申
請
受
付
期
間
】
６
月　

日
２４

（
火
）
〜　

日
（
金
）
の
午
前
９

２７

時
〜　

時
半
と
午
後
１
時
半
〜
４

１１

時
半

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　

※
対
象
区
分
と
園
児
一
人
当
た

り
の
減
免
・
補
助
額
は
左
表
の
通

り
で
す
。　

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係�
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

　

保
育
料
等
を
減
免

ま
た
は
補
助
し
ま
す

 公立幼稚園減免額（年額） 単位：円
小学校１年～３年生の
兄・姉がいる世帯

小学校１年～３年生の
兄・姉のいない世帯区分

（２０年度の市民税課税額） 第３子
以降（※）

第２子
（※）

第１子第３子
以降第２子第１子

３２,０００２６,０００－６６,０００３８,０００２０,０００

生活保護世帯

市民税非課税世帯

市民税所得割非課税世帯

　※各対象の、第２子とは小学校１年～３年生を第１子として就園している場合の最年長を、第３子
とは小学校１年～３年生を２人以上有している園児および同一世帯から２人以上就園している場合の
次年長の園児をいいます。

 私立幼稚園等補助額（年額） 単位：円

幼稚園類似
施設補助額

（市単独補助）

小学校１年～３年生の
兄・姉がいる世帯

小学校１年～３年生の
兄・姉のいない世帯区分

（２０年度の市民税課税額） 第３子
以降（※）

第２子
（※）

第１子第３子
以降第２子第１子

４５,１００１７６,０００１６２,０００－２６０,０００１９０,０００１４６,２００
生活保護世帯
市民税非課税世帯

３４,３００１４７,０００１２９,０００－２５３,０００１６５,０００１１０,８００市民税所得割非課税世帯

２６,３００１２６,０００１０６,０００－２４８,０００１４６,０００　８４,２００
市民税所得割課税額

３４,５００円以下の世帯

１８,５００１０６,０００　８３,０００－２４３,０００１２９,０００　５９,２００
市民税所得割課税額
１８３,０００円以下の世帯

梅
雨
の
季
節
で
す

　

危
険
な「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ががががががががががががががががががががが
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
が
け
」や「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううう
壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁壁
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
よ
う
壁
」に

　

安
全
対
策
を
！

事
務
処
理
の
迅
速
化
・
効
率
化
を
目
指
し
て

戸
籍
の
シ
ス
テ
ム
化
を
行
い
ま
す

　
「
団
塊
の
世
代
」と
よ
ば
れ
る
方

の
多
く
が
退
職
の
時
期
を
迎
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
団
塊
の
世
代
を
は
じ
め

と
す
る
、
よ
り
多
く
の
方
の
地
域

参
加
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

企
画
委
員
に
よ
る 

取

り

組

み

　

市
で
は　

年
9
月
に
「
団
塊
の

18

世
代
と
地
域
社
会
」
企
画
委
員
を

公
募
し
、
関
係
す
る
団
体
と
共
に

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初

の
取
り
組
み
と
し
て
、　

年
3
月

19

に「
団
塊
の
世
代
こ
の
指
と
ま
れ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
団
塊
の
世
代

を
中
心
と
す
る
、
こ
れ
か
ら
地
域

活
動
の
参
加
を
考
え
て
い
る
市
民

に
呼
び
か
け
、
市
内
で
活
動
中
の

団
体
の
方
か
ら
地
域
活
動
へ
の
参

加
の
き
っ
か
け
や
楽
し
さ
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
地
域
参
加
の
糸
口

を
つ
か
ん
で
も
ら
う
試
み
で
し
た
。

　

7
月
の
市
民
プ
ラ
ザ
夏
ま
つ
り

で
は
「
団
塊
コ
ー
ナ
ー
」
を
出
展

し
、
企
画
委
員
自
ら
が
市
民
活
動

情
報
の
提
供
を
行
い
、
参
加
者
と

交
流
し
ま
し
た
。

地
域
参
加
を
み
ん
な
で

後
押
し
〜
団
塊
く
る

ね
っ
と
の
誕
生
〜

　

企
画
委
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
地
域
活
動
に
関

心
が
あ
っ
て
も
気
後
れ
や
迷
い
を

感
じ
て
い
る
市
民
が

多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
企

画
委
員
を
母
体
と
し

た
「
東
久
留
米
の
団

塊
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
団
塊
く
る
ね
っ

と
）」を
結
成
し
ま
し

た
。「
団
塊
く
る

ね
っ
と
」
は
、
情
報

提
供
等
を
通
じ
て
、

団
塊
世
代
を
中
心
と

し
た
市
民
の
地
域
デ

ビ
ュ
ー
の
入
り
口
を

作
り
、
地
域
参
加
の

後
押
し
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

団
塊
く
る
ね
っ
と
の 

今
後
の
取
り
組
み

　
「
団
塊
く
る
ね
っ
と
」
で
は
、
毎

月
継
続
し
て
「
団
塊
サ
ロ
ン
」
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ク
ル
の

情
報
提
供
や
地
域
を
知
る
試
み
、

市
民
活
動
の
体
験
講
座
な
ど
、
無

理
の
な
い
活
動
か
ら
地
域
参
加
の

き
っ
か
け
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。　

月
に
は

11

団
塊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

団
塊
く
る
ね
っ
と

の
詳
し
い
活
動
情
報

は
『
東
久
留
米
の
ふ
れ
あ
い
情
報

サ
イ
ト
「
く
る
く
る
」』
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係�
4
7
0
・
7
7
3
8
へ
。

団塊の世代の団塊の世代の
地域デビューを応援します地域デビューを応援します

企画委員会から

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊塊くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととととととととととと」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
誕生へ

◆「くるくる」ホームページアドレス
http://kuru2.genki365.net

郷郷土土資資料料室室
だ
よ
り

No.2 市
営
自
転
車
等
駐
車
場
と
放
置
禁
止
区
域

は
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
で
す

　
【
計
算
例
】
左
図
参
照

　

詳
し
く
は
課
税
課
市
民
税
係

（
内
線
2
3
3
3
〜
2
3
3
7
）

へ
。

■独身者の場合
１８年住民税の課税所得金額　　６０,０００円
１９年住民税の課税所得金額　　　　　０円

人的控除差　５０,０００円（基礎控除）
１８年度　　　６０,０００円＞５０,０００円
１９年度　　　　　　０円≦５０,０００円

■19年度税額（税源移譲前後）住民税の比較をすると
移譲前住民税　課税所得金額　６０,０００円×５％（①）＝３,０００円
移譲後住民税　課税所得金額　６０,０００円×１０％（②）－２,５００円（③）＝３,５００円
３,５００円－３,０００円＝５００円還付

①移譲前課税所得金額が１,０００円～１,９９９,０００円の方は税率が５％
②移譲後は一律税率が１０％
③（所得税基礎控除３８万円－住民税基礎控除３３万円＝５万円）×５％（調整控
除）

税源移譲による負担増加分５００円が控除できないので、納税が済んでいる方
は、申告により還付されます。

３月１５日に開催した団塊サロンの様子３月１５日に開催した団塊サロンの様子

滝山団地の造成風景です滝山団地の造成風景です

躍動あふれる版画作品は必見です躍動あふれる版画作品は必見です

使
い
勝
手
の
良
い
公
民
館
を
目
指
し
て

公
民
館
利
用
者
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

出
時
に
本
人
確
認
の
書
類
を
提
示

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
窓
口
で
の
取
り
扱
い
に
は

大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

よ
り
丁
寧
な
確
認
を
す
る
た
め
、

窓
口
で
の
聴
き
取
り
等
を
加
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
制
度
改
正
の

主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
課�
4
7
0
・

7
7
2
2
へ
。

　わたしたちのまちが誇る落合川と南沢湧（ゆう）

水群が、環境省選定の「平成の名水百選」に認定さ

れました。詳細は７月１日号でお知らせします。

　詳しくは環境政策課�４７０・７７５３へ。

落合川と南沢湧（ゆう）水群が 
環境省選定の「平成の名水百選」に


